
　
　

平
成
二
十
三
年
度
九
月
補
正
予

算
は
、
ど
の
よ
う
な
方
針
の
も
と
、
ど

の
よ
う
な
点
に
力
を
入
れ
て
予
算
編

成
を
し
た
の
か
。

　
　

今
回
の
補
正
予
算
は
、
東
日
本

大
震
災
へ
の
対
応
と
し
て
、
原
子
力
災

害
対
策
の
一
層
の
強
化
や
被
災
者
へ
の

さ
ら
な
る
支
援
、
市
町
村
の
復
興
支

援
な
ど
に
取
り
組
む
た
め
、

①
放
射
能
調
査
体
制
強
化
の
た
め
の

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
の
整
備

②
被
災
者
の
県
非
常
勤
職
員
と
し
て

の
採
用

③
被
災
市
町
村
が
行
う
復
旧
・
復
興

事
業
の
貸
付
金
の
増
額

な
ど
、「
災
害
に
強
い
元
気
な
千
葉
県

づ
く
り
」
を
推
進
す
る
た
め
の
事
業
を

計
上
し
た
。

　

ま
た
、
県
民
の
安
全
で
豊
か
な
く
ら

し
の
実
現
や
、
千
葉
の
未
来
を
担
う
子

ど
も
の
育
成
な
ど
を
進
め
る
た
め
、
振

り
込
め
詐
欺
等
を
防
ぐ
た
め
の
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
の
設
置
や
待
機
児
童
解
消

の
た
め
の
保
育
所
の
施
設
整
備
助
成

の
増
額
な
ど
、
総
合
計
画
を
推
進
す

る
た
め
の
予
算
措
置
を
行
っ
た
。

　
　

今
後
の
追
加
財
政
需
要
や
県
税

収
入
の
減
少
に
対
し
て
、
財
源
を
ど

の
よ
う
に
確
保
し
て
い
く
の
か
。

 

ま
た
、
事
業
費
節
減
の
取
組
状
況
は

ど
う
か
。

　
　

今
後
、
東
日
本
大
震
災
へ
の
さ

ら
な
る
対
応
や
社
会
保
障
費
等
の
追

加
財
政
需
要
が
見
込
ま
れ
る
一
方
、
県

税
収
入
は
大
幅
な
減
少
が
予
想
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
大
変
厳
し
い
財
政
状
況

に
な
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

東
日
本
大
震
災
へ
の
対
応
に
当
た

っ
て
は
、
国
庫
支
出
金
や
地
方
債
に
加

え
、
災
害
復
興
・
地
域
再
生
基
金
な
ど
、

県
が
保
有
す
る
基
金
を
最
大
限
活
用

し
、
そ
の
他
の
財
政
需
要
に
は
、
事
業

費
の
節
減
に
努
め
、
退
職
手
当
債
の
活

用
な
ど
に
よ
り
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　

な
お
、
事
業
費
の
節
減
は
、
平
成
二

十
三
年
度
九
月
補
正
時
点
で
一
般
財

源
ベ
ー
ス
三
十
億
円
程
度
の
削
減
が

見
込
ま
れ
る
。

　

今
後
と
も
、
事
業
の
実
施
方
法
の

工
夫
な
ど
に
よ
り
、
可
能
な
限
り
の
節

減
に
努
め
て
い
く
。

　
　

津
波
の
高
さ
や
浸
水
域
等
の
県

独
自
被
害
想
定
を
加
味
し
、
防
災
計

画
の
見
直
し
を
早
急
に
行
う
べ
き
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

現
在
の
防
災
計
画
の
津
波
浸
水

予
測
図
は
、
本
県
に
甚
大
な
被
害
を

も
た
ら
し
た
元
禄
地
震
と
延
宝
地
震

を
も
と
に
作
成
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
今
回
の
津
波
は
本
県
で
想

定
し
て
い
な
い
地
震
に
よ
り
発
生
し
、

多
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
、
現
在
、
津

波
の
高
さ
、
浸
水
域
等
を
ど
の
よ
う
に

想
定
す
る
か
、
市
町
村
の
意
見
等
を

踏
ま
え
な
が
ら
「
調
査
検
討
専
門
委

員
会
」
に
お
い
て
検
討
し
て
い
る
。

　

今
後
、
国
の
動
向
も
踏
ま
え
、
津
波

の
想
定
を
出
来
る
限
り
早
期
に
決
定

し
、
平
成
二
十
四
年
秋
を
目
途
に
修
正

す
る
予
定
の
地
域
防
災
計
画
に
反
映

さ
せ
て
い
き
た
い
。

　
　

液
状
化
等
被
害
住
宅
再
建
支
援

事
業
の
期
限
延
長
や
制
度
の
拡
充
に

つ
い
て
ど
う
こ
た
え
て
い
く
の
か
。

　
　

こ
の
支
援
事
業
は
多
く
の
方
に

利
用
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
る

の
で
、
期
限
を
延
長
す
る
方
向
で
考
え

て
い
る
。

　

ま
た
、
宅
地
内
に
あ
る
店
舗
や
空
き

家
と
な
っ
て
い
る
住
宅
に
つ
い
て
も

「
支
援
の
対
象
に
加
え
て
ほ
し
い
」
と

の
要
望
が
あ
り
、
支
援
制
度
の
拡
充
も
、

今
後
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　

放
射
性
物
質
に
汚
染
さ
れ
た
市

町
村
の
ゴ
ミ
処
理
施
設
の
焼
却
灰
等

の
処
理
に
つ
い
て
、
県
と
し
て
ど
の
よ

う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

　
　

依
然
と
し
て
、
八
千
ベ
ク
レ
ル
を

超
え
る
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が
検
出
さ

れ
て
い
る
松
戸
市
、
柏
市
及
び
流
山

市
で
は
、
新
た
に
発
生
す
る
焼
却
灰
等

の
一
時
保
管
場
所
が
ひ
っ
迫
し
て
お
り
、

一
時
保
管
場
所
の
確
保
等
に
つ
い
て
要

望
が
あ
っ
た
。

　

大
変
厳
し
い
状
況
下
で
あ
る
が
、
県

と
し
て
も
、
鋭
意
、
検
討
を
進
め
て
い

る
。

　

ま
た
、
環
境
省
に
対
し
、
説
明
会
の

開
催
を
求
め
、
焼
却
灰
等
の
処
分
方

法
に
関
す
る
説
明
を
受
け
る
と
と
も

に
、
関
係
六
団
体
か
ら
実
情
を
伝
え
、

今
後
の
処
分
方
法
に
関
し
意
見
交
換

を
行
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
平
成
二
十
三
年
九
月
二
十

六
日
、
国
に
対
し
、
早
急
に
実
現
性
の

あ
る
、
よ
り
具
体
的
な
焼
却
灰
等
の

最
終
処
分
の
対
策
を
示
す
こ
と
や
、
財

政
支
援
を
行
う
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、

要
望
を
行
っ
た
。

　

今
後
と
も
、
市
町
村
等
と
緊
密
に

情
報
交
換
を
行
い
、
連
携
・
協
力
し
て

取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　

原
子
力
損
害
賠
償
紛
争
審
査
会

の
「
中
間
指
針
」
に
は
、
観
光
業
の
風

評
被
害
の
賠
償
の
対
象
に
本
県
が
明

記
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
今
後
、
県
と
し

て
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

　
　

原
発
事
故
の
影
響
は
長
期
化
の

様
相
を
呈
し
て
き
て
お
り
、
県
内
の
観

光
事
業
者
の
中
に
は
、
厳
し
い
経
営
状

況
に
あ
る
も
の
も
少
な
く
な
い
と
考

え
ら
れ
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
県
内
観
光
事
業
者

か
ら
は
、「
中
間
指
針
」
に
福
島
、
茨

城
、
栃
木
、
群
馬
の
四
県
が
明
記
さ
れ

た
が
、
本
県
は
明
記
さ
れ
な
か
っ
た
た

め
、
賠
償
が
迅
速
に
受
け
ら
れ
な
い
の

で
は
な
い
か
と
不
安
の
声
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
国
に
対
し
、
本
県
の
風

評
被
害
が
大
き
い
こ
と
を
再
度
主
張

し
、
四
県
と
同
様
に
本
県
を
明
記
す
る

よ
う
強
く
要
望
し
た
。

　

東
京
電
力
に
対
し
て
は
、
指
針
に
明

記
さ
れ
て
い
な
く
と
も
四
県
並
み
の

取
扱
い
が
さ
れ
る
よ
う
、
本
県
観
光
事

業
者
と
の
協
議
の
場
の
設
置
を
強
く

要
望
し
、
平
成
二
十
三
年
九
月
二
十
六

日
、
第
一
回
の
協
議
が
開
催
さ
れ
た
。

　

県
と
し
て
は
、
こ
の
協
議
の
場
を
活

用
し
、
県
内
事
業
者
が
四
県
と
同
様
の

風
評
被
害
の
賠
償
を
早
期
・
円
滑
に

受
け
ら
れ
る
よ
う
積
極
的
に
支
援
し

て
い
く
。

　
　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
特
別
措

置
法
の
成
立
を
踏
ま
え
、
県
と
し
て
、

今
後
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
推
進

に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の

か
。

　
　

本
県
と
し
て
は
、
平
成
二
十
三
年

七
月
に
庁
内
横
断
的
な
「
新
エ
ネ
ル
ギ

ー
活
用
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」

を
設
置
し
、
県
内
に
お
け
る
民
間
や
地

域
の
事
業
展
開
の
動
向
を
把
握
す
る

た
め
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
事

業
提
案
の
募
集
を
行
っ
た
。

　

こ
の
結
果
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
事
業
な

ど
計
三
十
二
件
の
応
募
が
あ
り
、
今
後
、

有
識
者
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
、
熟
度

の
高
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
は
円

滑
な
事
業
化
を
支
援
す
る
ほ
か
、
提

案
内
容
も
参
考
に
し
つ
つ
、
本
県
の
今

後
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
推
進
方
策

を
検
討
し
て
い
く
。

　
　

児
童
虐
待
へ
の
対
応
と
し
て
、

児
童
相
談
所
の
体
制
強
化
が
重
要
だ

と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
る
の
か
。

　
　

平
成
二
十
二
年
度
の
県
所
管
の

児
童
相
談
所
に
お
け
る
児
童
虐
待
相

談
対
応
件
数
は
、
五
年
前
に
比
べ
て
二

倍
の
二
千
五
百
二
十
二
件
に
の
ぼ
り
、

全
国
同
様
、
こ
こ
数
年
急
激
に
増
加
し

て
い
る
。

　

県
で
は
、
児
童
虐
待
の
防
止
は
緊

急
に
解
決
す
べ
き
課
題
と
認
識
し
、
児

童
福
祉
司
・
心
理
司
は
計
画
的
に
増

員
し
て
お
り
、
五
年
前
と
比
べ
三
十
三

名
増
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
児
童
相
談
所
職
員
の
資
質

向
上
と
専
門
機
能
強
化
の
た
め
、
研

修
を
行
う
と
と
も
に
、
高
度
か
つ
困
難

な
事
例
へ
の
対
応
と
し
て
、
弁
護
士
・

医
師
・
臨
床
心
理
士
等
専
門
家
の
助

言
を
受
け
ら
れ
る
体
制
を
整
備
し
て

い
る
。

　

さ
ら
に
、
平
成
二
十
三
年
度
は
、
虐

待
通
報
へ
の
機
動
的
な
初
動
対
応
を

図
る
た
め
、
「
虐
待
通
報
対
策
チ
ー

ム
」
の
設
置
や
非
常
勤
職
員
の
配
置

を
行
っ
た
。

　

今
後
と
も
、
子
ど
も
の
安
全
確
保

と
支
援
に
十
分
対
応
で
き
る
よ
う
、
児

童
相
談
所
の
一
層
の
体
制
強
化
を
図
っ

て
い
く
。

　
　

介
護
職
員
処
遇
改
善
交
付
金
は
、

来
年
度
以
降
も
続
け
る
よ
う
国
に
要

請
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

　

そ
の
際
、
恒
久
的
な
給
与
引
き
上

げ
の
措
置
を
講
じ
、
そ
の
費
用
が
介

護
保
険
料
に
跳
ね
返
ら
な
い
よ
う
全

額
公
費
で
賄
う
よ
う
併
せ
て
要
請
す

べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　

介
護
職
員
の
定
着
・
確
保
対
策

を
図
る
た
め
の
交
付
金
事
業
は
、
平
成

二
十
三
年
度
ま
で
が
実
施
期
間
と
な
っ

て
お
り
、
こ
の
事
業
に
よ
り
本
県
で
も

介
護
職
員
は
月
額
約
一
万
六
千
円
の

賃
金
改
善
が
図
ら
れ
る
な
ど
、
一
定
の

成
果
が
得
ら
れ
た
。

　

県
と
し
て
も
、
全
国
知
事
会
や
関

東
知
事
会
等
を
通
じ
、
平
成
二
十
四

年
度
以
降
も
確
実
に
介
護
職
員
の
賃

金
改
善
に
繋
が
る
財
源
措
置
を
講
ず

る
よ
う
、
国
に
対
し
、
再
三
要
望
し
て

い
る
。 

　
　

家
庭
教
育
の
重
要
性
に
つ
い
て

ど
う
考
え
、
ど
う
取
り
組
ん
で
い
る

の
か
。

　
　

近
年
、
都
市
化
や
核
家
族
化
、

少
子
化
な
ど
社
会
の
変
化
を
背
景
に
、

家
庭
の
教
育
力
低
下
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。

　

こ
の
た
め
、
家
庭
教
育
支
援
を
教

育
振
興
基
本
計
画
に
重
要
な
取
組
み

と
し
て
位
置
づ
け
、
し
つ
け
や
子
育
て

情
報
を
提
供
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

開
設
し
た
り
、
親
子
の
会
話
の
大
切
さ

な
ど
を
学
校
か
ら
啓
発
す
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
作
成
し
、
P
T
A
研
修
会
等
で

活
用
を
図
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
平
成
二
十
三
年
度
は
新
た
に
、

家
庭
教
育
の
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
た

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
小
学
校
一
年
生
に
加

え
、
中
学
校
一
年
生
の
保
護
者
に
も
配

布
す
る
と
と
も
に
、「
家
庭
教
育
懇
談

会
」
を
五
地
区
で
開
催
し
、
家
庭
教
育

の
重
要
性
の
啓
発
に
努
め
て
い
る
。

　
　

平
成
二
十
三
年
九
月
か
ら
千
葉

県
暴
力
団
排
除
条
例
が
施
行
さ
れ
た

が
、
こ
の
条
例
の
ね
ら
い
は
何
か
。

　
　

千
葉
県
暴
力
団
排
除
条
例
は
、

県
民
の
平
穏
な
生
活
及
び
事
業
活
動

の
健
全
な
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
社
会
全
体
で
暴
力
団
排
除

を
推
進
す
る
た
め
の
条
例
で
あ
る
。

　

条
例
で
は
、
従
来
対
応
が
困
難
で

あ
っ
た
「
暴
力
団
を
利
用
す
る
行
為
」

を
規
制
す
る
も
の
で
あ
り
、
県
民
や
事

業
者
が
暴
力
団
員
か
ら
不
当
な
要
求

を
受
け
た
場
合
、
こ
の
要
求
を
拒
否
し

て
も
ら
う
た
め
の
後
ろ
盾
と
し
て
の
効

果
も
期
待
さ
れ
る
。

　

警
察
と
し
て
は
、
こ
の
条
例
を
効
果

的
に
活
用
し
、
暴
力
団
排
除
を
強
力

に
推
進
し
て
い
き
た
い
。

チーバくん

が

んば
ろう！千葉

財

政

液
状
化
対
策

原
発
事
故
後
の
対
応

防

災

計

画

教

育

福

祉

防

犯

新
エ
ネ
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ギ
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童

虐

待
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